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1 月
大砂土東小
　　　　　さいたま市見沼区　9,068,466
武蔵野小　　川越市　　　　　6,010,258
新庄小　　　富山市　　　　　6,019,943
長等小　　　大津市　　　　　6,001,814
松陽小　　　白山市　　　　　5,005,444
清和小　　　鹿児島市　　　　4,008,160
鶴丸高　　　鹿児島市　　　　4,064,344
成器南小　　勝山市　　　　　3,032,183
幼保連携型認定こども園常葉大学附属たち
ばな幼稚園　　静岡市葵区　　3,015,460
沢池小　　　明石市　　　　　3,012,090
桔梗野小　　弘前市　　　　　2,000,494
小鮎小　　　厚木市　　　　　2,001,242
意岐部小　　東大阪市　　　　2,011,039
平野中　　　神戸市西区　　　2,012,572
松島小　　　福岡市東区　　　2,013,908
南立石小　　別府市　　　　　2,006,958
高階北小　　川越市　　　　　1,023,793
春野小　　さいたま市見沼区　1,008,929
原小　　　　印西市　　　　　1,025,733
笄小　　　　港区　　　　　　1,001,182
茅ヶ崎東小　横浜市都筑区　　1,028,868
高司小　　　宝塚市　　　　　1,003,461
真備中　　　倉敷市　　　　　1,079,093
高屋中　　　東広島市　　　　1,005,261
森山東小　　諌早市　　　　　1,004,288

　協賛会社の東芝ライフスタイル（ベルマーク番号 43）の商品、
「アルカリ１」と「LED懐中電灯」がさらに進化しました。
　乾電池「アルカリ１」は使用推奨期限が 10年になり、本体と
パッケージのデザインも新しくなりました。買い置きに、防災な
どに安心です。
　「LED懐中電灯」は従来品と比較して、明るさが約 60％アップ
して再登場です。連続使用時間も長くなり、雨の中でも使える防
水仕様となっています。レジャーや非常時の強い味方です。
　いずれの商品にもベルマークがついています。ぜひお買い求め
ください。
【アルカリ１】
単 1形（4～ 7点）　単 2形（4
～ 6 点）単 3 形（3 ～ 18 点）
単 4形（3～ 10点）
【LED懐中電灯】
KF Ｌ－ 12N（W）、KF
Ｌ－ 22N（W）、KF Ｌ
－ 32N（W）　（各９点）

　大阪府堺市北区の市立金岡小学校（中里昭宏校長、児
童数約 1100 人）が 1961 年から集めてきたベルマーク
の累計点数が、昨年 11月に 800 万を突破しました。5
年間で 100 万点を積み上げました。
　PTA でベルマークを担当しているのは、各学年 1人
の学年代表と全 31クラスの学級代表で構成する学年委
員会。本部役員の泉池まゆみさんが取りまとめ役です。
　マークは年 4回、児童が学校に持ち寄ります。1、2
年生は授業開始まで、PTA の学年委メンバーのサポー
トを受けながら自分らで協賛会社別に分けます。3年生
以上はクラスの回収箱に入れます。それを学年委メンバ
ーが回収し、その日のうちに学校で仕分けます。点数計
算は担当企業を決め、それぞれの自宅でしています。
　回収箱は公民館やスーパー、保育所など校外の 18カ
所にも置いています。テトラパックは地域の協力で回収
量が年々アップ。10 キロ詰めの段ボールを年に 20 ～
30 箱も発送できるようになりました、PTA の行事で配
るお茶はベルマーク付きの「生茶」を選び、その場でマ

ークを回収するなど、細かい努力も重ねています。
　昨年度の集票点数は約 16万 3千。府内 3位、全国で
も 73位でした。市内屈指の大規模校という事情もあり
ますが、「地域を含め、『子どもたちのためにベルマーク
を集めて役立てよう』という意識と関心の高さを実感し
ます」と泉池さんは言います。
　今年度は日本テトラパックの「『アルミ付き紙パック
回収チャレンジ』キャンペーン」で「継続は力で賞」に
輝きました。賞品は紙パックをリサイクルしたボックス
ティッシュで、全校児童に５箱ずつ配りました。「回収
作業は楽ではないけれど、『やってて良かった』とみん
なで喜び合いました」
　働くお母さんが増える中、ベルマーク運動の担い手の
負担をさらに減らしていかねば、とも感じています。「ベ
ルマークはとても意味のある取り組みだと思います。続
けていくためにも、みんなが無理せず楽しくできるよう
に工夫していきたいですね」

　九州山地と霧島連山に囲まれた宮崎県小林市の市立小
林小学校（児童数 607 人）の累計ベルマーク点数が昨
年 10 月、同県で初めて 700 万点を超えました。1961
年から運動に加わり、児童と PTA のベルマーク委員会
の連携プレーで県内屈指の実績をあげ続けています。
　1872（明治 5）年創立の伝統校。校長室前の廊下に
は学校の歩みを記した大きな掲示板があり、ベルマーク
に関しても細かく書かれています。昭和 58年「ベルマ
ーク運動第１位の表彰」▽平成 7年「ベルマーク 400
万点達成　大型テレビ（42 型）購入」▽ 12 年「ベル
マーク 500 万点達成。全国表彰」……。小林小のみな
さんのベルマーク愛の深さをひしひしと感じました。
　マークの回収は、5～ 6年生の各クラス３～４人の児
童計約20人でつくるベルマーク委員会が担っています。
月１～２回活動し、持ち寄ったマークを仕分けしていま
す。一方、PTA のベルマーク委員会は全学年のクラス
ごとに2～3人いて計43人。偶数と奇数の学年に分け、
年に 3回ずつ活動しています。児童のベルマーク委員

会がやり残したマークや、地元のファミリーマートが集
めてくれるマークを仕分け・集計。事務用品店から寄せ
られるインクカートリッジも整理しています。
　ベルマーク預金で今年度は運動会用のテントを買いま
した。環境教育という観点から全クラス分のごみ分別ボ
ックスを購入したり、東日本大震災ではマークを被災地
の学校に寄贈したりもしてきました。
　委員長の斉藤寿代さんは「代々この学校に通う家庭が
多く、ベルマーク集めは当たり前になっている感じ。よ
く協力してくれています」。副委員長の水間真由美さん
は神奈川県の実家の父母にもマークを集めてもらってい
ます。700 万点超えについては、２人とも「これまで
の在校生や PTA のみなさんの努力の賜物。今後も積み
重ねて行けたらいいな」と言います。本部礼次郎校長も
「PTA の方々の頑張りには頭が下がります。ベルマーク
に込められた家庭や地域のみなさんの思いを子どもたち
にしっかりと伝え、感謝の気持ちを持てるようにしたい」
と話しています。

　毎年ベルマークを寄贈してくれている第一生命保険団
体年金サービス部（東京都江東区）が、今年も 1月 31
日にベルマーク財団を訪れ、マーク 4300 点余を財団職
員に手渡しました。
　内訳は、切り取ったマークが 3819.2 点、インクカー
トリッジが 570 点。今年はマークを協賛会社・点数ご
とに仕分け・集計した上で持ってきていただきました。
仕分けた協賛会社は 34社分でした。
　同部は 3年前から社会貢献の一環としてベルマーク
を始めています。企業年金の制度管理業務を担当してい
る企業年金ビジネスサービス株式会社（東京都品川区）
とともにマークを収集しています。今後も引き続きベル
マーク活動に
取り組んでい
ただけるとの
こと。ありが
とうございま
した。大切に
使わせていた
だきます。

大台達成校東芝ライフスタイルの「アルカリ１」
「LED懐中電灯」がさらに進化

「集めるのがあたり前」

5年間で 100万点積み上げ

700 万点　宮崎・小林市立小林小

800 万点　大阪・堺市立金岡小学校

㊤PTAベルマーク委員会のみなさん
㊦学校のあゆみを紹介する大きな掲示板には、ベルマークに関する記述
も目立ちます。

◎第一生命寄贈

PTA 本部役員の泉池まゆみさん（前列右端）と学年委員会のみなさん


